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議 決 結 果議 決 結 果議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
内
涼
二

鍛
治
恵
巳
子

田
中
利
德

多
田
伸
治

森
川
佳
英

藤
間
義
明

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

石
橋
孝
義

河
野
正
行

土
井
正
人

田
中
直
文

永
岡
静
馬

藤

田
　

厚

報告第９号
専決処分報告について（損害賠償の額の決定及び和解
について）

―

議

長

職

は

表

決

権

な

し

議案第61号
江津市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号
江津市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例制定について

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号
江津市税条例等の一部を改正する条例の一部を改正す
る条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 江津市税条例の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号
江津市立小学校等設置条例の一部を改正する条例制定
について

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号 公の施設に係る指定管理者の指定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第69号
平成27年度江津市一般会計補正予算（第４号）を定め
ることについて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第70号
平成27年度江津市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第71号
平成27年度江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第２号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第72号
平成27年度江津市公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号
平成27年度江津市簡易水道事業特別会計補正予算（第
２号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第74号
平成27年度江津市水道事業会計補正予算（第２号）を
定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第75号
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改
正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号
市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定
について

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第77号
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第78号
平成 27 年度江津市一般会計補正予算（第５号）を定め
ることについて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第79号
平成 27 年度江津市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）を定めることについて
〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号
平成 27 年度江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第３号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第81号
平成 27 年度江津市公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）を定めることについて
〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号
平成 27 年度江津市水道事業会計補正予算（第３号）を
定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第４号
ＪＲ三江線存続のための緊急支援を求める意見書の提
出について

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第３号
国民皆保険制度の維持・発展を求める意見書の提出に
ついて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第４号 ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出について 不採択 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●

陳情第５号
安全保障関連２法（国際平和支援法、平和安全法制整
備法）の廃止を求める意見書の提出について

〃 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●

陳情第６号 平和安全関連法廃止を求める意見書の提出について 〃 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●

意見第１号
国民皆保険制度の維持・発展を求める意見書の提出に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見第２号
ＪＲ三江線存続のための緊急支援を求める意見書の提
出について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥
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財
政
の
状
況
が
予
算
編
成
へ
与
え

る
影
響
は
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
基
金
は

平
成
26
年
度
末
で
41
億
円
あ
る
が
、
問

題
は
多
い
。
新
年
度
予
算
で
は
将
来
を

見
据
え
健
全
化
を
図
り
、
慎
重
に
事
業

を
選
択
す
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状
況

と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
交
流
人
口
を
増

や
す
取
り
組
み
は
。

　

水
力
・
風
力
・
太
陽
光
・
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
な
ど
、
21
万
８
５
０
０
メ
ガ

ワ
ッ
ト
、
６
万
７
０
０
世
帯
分
を
ま
か

な
う
電
力
を
発
電
し
て
い
る
。
ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
学
す
る

ル
ー
ト
開
発
と
Ｐ
Ｒ
活
動
が
重
要
。

　

江
津
市
版
総
合
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト

は
。

　

人
口
や
出
生
率
、
産
業
や
経
済
な

ど
統
計
デ
ー
タ
に
よ
り
本
市
の
強
み
と

弱
み
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
客
観
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
必
要
な
施
策
を
組

み
立
て
た
。

稼働し始めたバイオマス発電

新年度予算への

考え方について

河野　正行
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Ｊ
Ｒ
三
江
線
問
題
の
住
民
説
明
会

で
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
は
。

　

「
廃
止
で
地
域
が
崩
壊
す
る
」「
ダ

イ
ヤ
の
再
編
成
を
」「
通
学
・
通
院
・

買
い
物
で
必
要
」「
絶
対
存
続
を
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

　

本
市
を
含
む
沿
線
６
市
町
の
首
長

ら
に
よ
る
三
江
線
改
良
利
用
促
進
期
成

同
盟
会
が
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社
長
へ
存
続

を
要
望
し
た
が
結
果
は
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
「
乗
車
密
度
が
低

い
一
方
で
、
自
然
災
害
で
の
リ
ス
ク
が

高
く
、
バ
ス
の
方
が
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

て
お
り
、
存
続
は
厳
し
い
。
地
域
交
通

の
あ
り
方
を
考
え
た
い
」と
の
見
解
で
、

期
成
同
盟
会
と
は
平
行
線
だ
っ
た
。

　

三
江
線
存
続
は
住
民
の
切
実
な
想

い
で
、
観
光
資
源
と
し
て
地
域
経
済
へ

の
影
響
も
大
き
い
。
期
成
同
盟
会
は
あ

く
ま
で
「
存
続
」
で
臨
む
べ
き
。
今
後

の
対
応
は
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
直
接
住
民
説
明

会
を
開
催
し
て
も
ら
う
。「
白
紙
」
状

態
を
条
件
に
協
議
す
る
。
島
根
・
広
島

両
県
知
事
へ
支
援
を
求
め
る
。

　

全
国
学
力
調
査
の
結
果
が
発
表
さ

れ
た
が
、
本
市
の
結
果
は
。

　

全
国
平
均
に
比
べ
、
小
学
校
の
国

語
Ａ
で
は
大
き
な
差
は
な
い
が
、
国
語

Ｂ
は
や
や
下
回
り
、
算
数
は
Ａ
・
Ｂ
と

も
下
回
っ
た
が
、
理
科
は
大
き
な
差
は

な
い
。
中
学
校
の
国
語
Ａ
・
Ｂ
は
平
均

並
み
だ
が
、
数
学
Ａ
・
Ｂ
は
や
や
下
で
、

理
科
は
平
均
と
大
き
な
差
は
な
い
。

　

学
習
状
況
調
査
の
結
果
は
。

　

読
書
へ
の
関
心
が
高
く
、
充
実
し

た
読
書
活
動
指
導
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
家
庭
学
習
時
間
も
き
ち
ん
と
確
保

さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
の
図
書
館
を
含
む
読
書
環
境

整
備
へ
の
考
え
方
は
。

　

平
成
23
年
に
江
津
市
図
書
館
・
歴

史
民
俗
資
料
館
建
設
基
本
計
画
を
策
定

し
、
４
年
が
経
過
し
た
。
本
市
全
体
の

事
業
の
進
捗
を
勘
案
し
、
建
設
時
期
を

検
討
す
る
。

　

本
市
の
財
政
状
況
、
な
か
で
も
基

金
の
状
況
は
。

　

平
成
20
年
度
末
ま
で
は
20
億
円
強

で
推
移
し
て
い
た
が
、
平
成
26
年
度
末

で
41
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

小学校
平  均 正 答 率　（%）

全  国 島  根 江  津
国　 語 Ａ 70.0 69.3 69.4
国　 語 Ｂ 65.4 63.8 60.7
算　 数 Ａ 75.2 72.4 69.8
算　 数 Ｂ 45.0 42.2 37.8
理 　 科 60.8 59.8 58.6

　【小学校６年生の結果・平均点】 

中学校
平 均 正 答 率　（%）

全　国 島　根 江　津
国　 語 Ａ 75.8 75.7 75.0 
国　 語 Ｂ 65.8 65.6 62.9
数　 学 Ａ 64.4 62.7 60.0 
数　 学　 Ｂ 41.6 39.6 37.0 
理 　 科 53.1 53.1 50.7

ＪＲ三江線の

　　　　存続を

田中　直文

読書環境の整備

　　と財政状況

田中　利德

通学、通院、買い物に必要不可欠な三江線

９



平成17年 平成22年
総人口 2万7774人 2万5697人
農業就業人口 619人 476人
基幹的農業従事者 487人 383人
農家数 1146戸 993戸
自給農家数 709戸 636戸
販売農家数 437戸 357戸

江津市内の農業従事者や農家の状況

一般質問への答弁から作成

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
39
％
で
、

国
内
生
産
だ
け
で
は
生
き
て
い
け
な
い

状
況
だ
が
、
本
市
の
農
業
振
興
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

　

市
内
の
農
家
は
平
成
17
年
で

は
１
１
４
６
戸
だ
っ
た
が
、
平
成

22
年
で
は
９
９
３
戸
。
市
予
算
の

農
業
振
興
費
は
22
年
度
９
９
１
７

万
円
に
対
し
、
平
成
26

年
度
は

７
６
１
４
万
円
だ
っ
た
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
で
、
後
継
者
・
担
い
手
不
足

が
大
き
な
課
題
。

　

米
の
年
間
消
費
量
は
１
人
54
・
６

㎏
で
、
市
内
で
の
消
費
量
は
１
４
０
０

ｔ
程
度
と
な
る
の
に
対
し
、
市
内
の
米

生
産
量
は
１
２
５
０
ｔ
で
、
市
民
の
食

を
賄
え
な
い
計
算
と
な
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
の
関
税
撤
廃
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

国
が
示
し
た
重
要
５
品
目
対
策
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
再
生
産
可
能
と

な
り
、
国
会
決
議
の
内
容
に
沿
う
も
の

と
な
る
。
関
税
撤
廃
で
外
国
産
農
産
物

の
輸
入
拡
大
と
国
産
農
産
物
の
輸
出

拡
大
が
生
じ
る
。
国
の
平
成
28
年
度
予

算
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て

国
へ
重
要
５
品
目
対
策
の
着
実
な
実

施
を
、
市
長
会
を
通
じ
て
求
め
る
。

　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
助
成
制
度
導
入
を
。

　

小
学
校
卒
業
ま
で
を

対
象
に
、
１
回
に
つ
き

１
０
０
０
円
の
助
成
を

年
２
回
助
成
し
た
場
合
、

対
象
者
全
員
が
接
種
す

る
と
５
０
０
万
円
程
度

が
必
要
。
財
政
負
担
が
伴

う
た
め
早
急
な
制
度
導

入
は
難
し
い
。

【
保
育
士
確
保
対
策
】

　

保
育
環
境
の
充
実
に
は
、
保
育
士

の
確
保
が
必
要
。
対
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
「
保
育
士
就
労
奨
励
金
」
の
効

果
は
。

　

現
在
12
名
に
交
付
し
て
い
る
。
平

成
26
年
度
と
比
較
す
る
と
５
名
の
保
育

士
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

交
付
対
象
者
は
、
本
市
に
住
所
を

有
す
る
人
に
限
ら
れ
る
。
市
内
居
住
の

制
限
を
外
し
、
幅
広
く
保
育
士
確
保
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

定
住
も
見
込
ん
で
事
業
開
始
し
た

経
緯
も
あ
り
、
他
市
町
村
在
住
者
へ
の

補
助
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

食料自給率の

向上を最優先に

森川　佳英

インフルエンザ

予防接種費用の

助成を

坪内　涼二

予防接種をよく理解し計画的に受けましょう
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江
津
市
図
書
館
の
現
状
は
。

　

江
津
市
図
書
館
は
１
階
を
図
書

館
、
２
階
を
郷
田
公
民
館
と
し
て
昭
和

49
年
に
竣
工
し
、
41
年
が
経
過
し
て
い

る
。
施
設
が
狭
く
、
資
料
の
充
実
が
難

し
く
、
利
用
者
の
要
求
に
も
応
じ
き
れ

ず
、
利
用
し
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

　

図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建

設
は
新
市
建
設
計
画
に
も
明
記
さ
れ
、

住
民
要
望
も
高
い
。
教
育
委
員
会
も
平

成
23
年
に
江
津
市
図
書
館
・
歴
史
民
俗

資
料
館
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。早
期
に
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

基
本
計
画
で
は
、
平
成
26
・
27
年

度
に
建
設
と
し
て
い
た
が
、
財
政
状
況

を
見
据
え
な
が
ら
建
設
時
期
を
検
討
す

る
。

【
三
江
線
存
続
に
向
け
て
】

　

存
続
に
向
け
て
行
政
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
。

　

引
き
続
き
三
江
線
存
続
に
向
け

て
、
沿
線
自
治
体
や
県
と
一
緒
に
な
っ

て
働
き
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

る
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
者
が
骨

髄
を
提
供
す
る
際
の
負
担
を

軽
減
す
る
助
成
制
度
の
創
設

を
。

　

国
・
県
へ
制
度
創
設
の
推

進
を
働
き
か
け
る
。
本
市
に

お
い
て
、
取
組
み
の
支
援
や

負
担
軽
減
を
検
討
す
る
。

　

第
２
新
川
橋
梁
下
は
交
通

量
が
多
い
が
、
橋
梁
が
低
い

た
め
怪
我
人
も
多
い
。
改
善

策
は
。

　

勾
配
・
排
水
な
ど
解
決
す
る
問
題

は
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
検
討
・
協

議
す
る
。

　

済
生
会
江
津
総
合
病
院
の
病
床
数

が
減
る
中
、
６
階
に
市
立
図
書
館
を
設

置
し
、
市
が
病
院
へ
テ
ナ
ン
ト
料
を
支

払
う
こ
と
で
共
存
共
栄
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

現
段
階
で
検
討
で
き
る
余
地
は
な

い
が
、
一
つ
の
貴
重
な
提
案
と
受
け
止

め
る
。

どうなる

　　図書館建設

島田　修二

利便性向上と

安心安全の確保

石橋　孝義

第２新川橋梁

江津市図書館
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昭
和
13
年
に
竣
工
し
た
跡
市
小
学

校
の
校
舎
建
物
は
、
ア
ー
ル
デ
コ
風
の

装
飾
な
ど
も
取
り
入
れ
た
歴
史
的
価
値

の
高
い
建
造
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
現
存
す
る
木
造
校
舎
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
点
で
も
、
学
術
的
に
も
価

値
が
あ
る
の
で
は
。

　

当
時
の
棟
札
や
諸
記
録
が
現
存

し
、
建
物
も
当
時
の
面
影
を
よ
く
残

し
て
お
り
、
建
築
学
的
に
も
こ
の
地

域
に
お
け
る
学
校
建
築
の
系
譜
を
知

る
な
ど
の
調
査
対
象
に
な
り
う
る
こ

と
か
ら
、
歴
史
的
・
学
術
的
価
値
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

跡
市
地
区
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
活
用
策
を
模
索
し
て
い

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　

旧
跡
市
中
学
校
に
埋
蔵
文
化
材
資

料
を
多
数
保
管
し
て
い
る
が
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
傷
み
が
著
し
く
、
資

料
の
移
転
先
と
し
て
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
策
定
中
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
も
念
頭
に
お
き
、
地
元
の
皆

様
と
要
望
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　

全
国
で
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
が
廃
止

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
沿
線
で
「
鉄
道

は
な
く
な
っ
た
が
、
町
は
栄
え
た
」
と

い
う
地
域
が
あ
る
か
。

　

一
般
的
に
な
ん
ら
か
の
問
題
が
地

域
振
興
に
生
じ
る
と
考
え
る
が
、
地
域

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。

　

鉄
道
事
業
法
は
「
鉄
道
等
の
利
用

者
の
利
益
を
保
護
」
と
「
公
共
の
福
祉

を
増
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い

る
。
三
江
線
廃
止
は
こ
れ
に
矛
盾
し
て

い
な
い
か
。

　

「
利
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
」

「
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
」
と
あ
っ

て
も
、
廃
止
で
き
な
い
も
の
で
は
な

い
。
規
制
緩
和
に
よ
り
、
住
民
の
合
意

や
代
替
の
交
通
手
段
が
あ
れ
ば
廃
止
は

可
能
。
バ
ス
転
換
な
ど
で
公
共
の
利
便

性
が
確
保
・
向
上
さ
れ
れ
ば
、
廃
止
の

合
理
的
理
由
に
な
る
と
考
え
る
。

　

県
の
協
力
や
国
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
西
日

本
へ
の
指
導
・
助
言
を
求
め
る
考
え
は
。

　

三
江
線
改
良
利
用
促
進
期
成
同
盟

会
で
諮
り
、
取
り
組
む
。

閉校する跡市小

校舎の価値は

森脇 悦朗

三江線の存続を

多田 伸治

歴史的価値のある跡市小学校

江津駅で発車を待つ三江線の車輌
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保
育
士
確
保
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
は
。

　

潜
在
保
育
士
の
発
掘
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
。
保
育

士
養
成
施
設
入
学
者
に
対
す

る
修
学
資
金
の
貸
し
付
け
制

度
。
こ
の
制
度
は
、
県
内
で

保
育
の
業
務
に
つ
け
ば
返
還

免
除
。
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
制
度
の

周
知
を
行
う
。

　

浜
田
市
と
連
携
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
が
、
人
材
確
保

を
含
め
て
必
要
で
は
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
運
営
に
関
連

す
る
た
め
、
実
現
は
難
し
い
。

【
家
庭
教
育
支
援
】

　

義
務
教
育
後
の
支
援
・
引
き
こ
も

り
対
策
・
就
業
支
援
の
連
携
を
。

　

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
声
が
伝

わ
り
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
市

担
当
課
だ
け
で
な
く
、
民
生
委
員
・
青

少
年
健
全
育
成
関
係
者
な
ど
と
の
連

携
を
強
化
し
、
義
務
教
育
後
の
引
き
こ

も
り
へ
の
対
策
や
、
就
業
支
援
な
ど
に

努
め
て
い
き
た
い
。

東京都新宿区

総務文教委員会 行政視察報告（10 月 21 ～ 23 日）

国際交流に係る留学生招致

現在、世界約 40 カ国以上の

国々から約 500 名の学生が在籍

している。

留学生に日本での田舎体験

をさせる狙いで国内各地に派

遣している。留学生との交流を

協議し、訪問を終えた。

茨城県龍ケ崎市

公共施設の再編成

基本方針に基づき、コンサル

任せではなく職員のマンパワ

ーで平成 26 年 9 月に「第１期

行動計画」を策定。現在、「行

動計画」の対象となっている

83 施設から、ピックアップし

た施設の再編成を実施してい

る。

奈良県大和高田市

放課後子ども教室事業

「地域ふれあい活動体験事業

実行委員会（11 名）」を設置し、

土曜・日曜に「放課後子ども教

室事業」を推進している。ボラ

ンティアにより、「学習支援」、

「自然に親しむ」、「伝統文化に

親しむ」、「土曜塾行事」などの

事業を実施していた。

保育士確保に

   処遇改善を

鍛治恵巳子
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議会報告会を 10月 31日から 11月 14日にかけ、

市内４カ所で開催しました。９月議会の報告に

加え、地域医療をテーマとしたパネルディスカッ

ションのほか、参加した市民のみなさんからの

意見をお聞きしての質疑応答も行いました。

第６回 議会報告会を開催

嘉久志会場

第 1部【９月定例会の報告】

９月議会での委員会審査や本会議での議決の状況を報告しました。詳しくは「市議会だより 125 号」

に掲載していますので省略します。

第２部【パネルディスカッション】

「地域医療」をテーマに、「済生会江津総合病院の今後」と「市民としてできること」について、各議員

が自身の意見を述べました。

浅

利

会

場

●病院を中心としたコンパクトなまちづくり。病院の空きスペースを有効活用し、集客を考え

るべき。

●最優先課題は医師の確保で、それには病院のベッド数が多い方が有利。病院の規模を確保す

べき。

●医師の過酷な勤務状況が続いている。負担を軽減するためにも、病診連携が必要だ。

●済生会が市民に経営状況の情報を開示し、どんな助けが必要か行政や市民と話し合う必要が

ある。

●市外出身の医師が頑張っている。現状を把握して市民総ぐるみの応援団になろう。

敬

川

会

場

●空きスペースをフィットネスなどの健康増進に利用してもらうことも必要。健康ビジネスの

拠点となるような活用法もあるのではないか。

●医師は全国的にも県内でも増えているが、石見部の充足率は 70％代と低い。県や国からの支

援がないと非常に厳しい。

●コンビニ受診を控えるなど、病院の負担を軽減することを市民が自覚し、病気にならないよ

う健康管理に努める必要がある。

嘉
久
志
会
場

●総合診療医を招へいすることを考えていかなければならない。

●優れた医師を招へいし、全国に発信していくことで、魅力ある病院を創る。

●病院に対して応援するような温かい気持ちを持つ。

●患者中心の対応を心がけることが必要

川

戸

会

場

●済生会の現状は厳しいが、優良な雇用先でもある。医療体制がしっかりすれば企業誘致も進む。

●浜田圏域の中で考える必要がある。医師が減少すると経営が悪化するが、今後は機材器具の

更新の必要もあり、市の財政的支援は必要。

●人のつながりにより本市出身の医師・看護師確保につながる。市民の応援体制をどう作るか

が大事。

●市民も済生会に対して意見を言うことと、医師・看護師に感謝の気持ちを伝えてほしい。

●身近に医師・看護師の知り合いがあれば、情報を市へ連絡して欲しい。
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報
告
会
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を

　
　
　
　
　

市
長
へ
届
け
ま
し
た

市
長
へ
の
意
見
書
（
要
約
）

○
ご
み
袋
の
結
び
紐
を
長
く
し
て
ほ

し
い
。

○
済
生
会
の
産
婦
人
科
で
の
研
修
医

制
度
へ
予
算
を
付
け
て
ほ
し
い
。

○
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な

ど
、
生
活
交
通
バ
ス
を
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
体
制
に
し
て
ほ
し
い
。

○
子
育
て
支
援
と
し
て
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
を
し
て
ほ
し
い
。

○
医
師
不
足
対
策
だ
け
で
な
く
、
教

育
に
お
金
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

○
独
居
世
帯
が
多
く
救
急
医
療
に
不

安
が
あ
り
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
も

安
心
し
て
産
み
育
て
る
た
め
の
小

児
科
の
充
実
を
望
ん
で
い
る
た
め

対
策
を
。

○
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
取
り
組
み
が

必
要
。
圏
域
の
病
院
で
専
門
的
な

す
み
分
け
を
。

○
済
生
会
グ
ル
ー
プ
は
高
砂
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
や
白
寿
園
も
あ
り
環
境
は

良
い
。
そ
れ
を
活
か
し
た
ア
ピ
ー

ル
を
。

第３部【意見交換会】参加者との意見交換の中から、主なものを記載します。

浅

利

会

場

□問　済生会の医師不足の最大の問題点は何か。

■答　「規制緩和」で医師が研修先を自分で選択可能となり、都市部に医師が集中している。ま
た、診療報酬の改定で医師・看護師の確保が困難となっている。

□問　図書館の建設予定は。

■答　市政での優先順位は江津駅前開発や西部小学校建設、市庁舎改修などより後となっている。
大きな図書館でなく、小さな分館を増やす方法も考えられる。

□問　県が済生会へ財政援助をすべきではないか。

■答　県も済生会だけを支援するのは難しい。市を通じての支援もあるし、県知事にも医師確保
に鋭意努力をしてもらっている。

■答　済生会は石見地方の医療を支えている。県はもっと西部地域医療のために支援すべきだ。

敬

川

会

場

□問　「済生会へ行く気にならない」とよく聞く。市民が行く気になる工夫ができないか。

■答　市立病院ではないため、議会がどこまで介入できるか難しい部分があるが、議会内には「地
域医療対策特別委員会」があるので、そのなかで意見を言っていきたい。

□問　バスやタクシーは利便性や金銭的な問題から利用しにくい。生活交通充実に向け、議会が
なにか提案すべきではないか。

■答　バスには助成金も出しているが、効率的な交通手段の確保を検討していく時期と考える。

■答　今年度中に「地域公共交通網形成計画」が策定される予定なので、しっかりと意見を言っていく。

嘉
久
志
会
場

□問　生活交通バスをニーズに合った体制にしてほしい。

■答　市は石見交通やＪＲを交通網の基本としており、タクシー・バス会社との調整が必要。

□問　子育て支援として、中学生まで医療費を無料にしてほしい。

■答　必要な予算は２～３千万円なので行うべきと考える。

■答　毎年２～３千万円の予算が必要となるので難しい。

□問　医師不足対策に３億円のお金を使っているが、教育にこそ使うべきではないか。

■答　今、医師確保は最重要課題。教育は長い目で見てほしい。

川

戸

会

場

□問　独居者は緊急医療に不安を感じている。ＵＩターン者の確保には小児科の充実が必要と考える。

■答　地域包括ケアでのＩＣＴ（スマートフォンの活用）や訪問看護の充実、安心して出産でき
る環境の確保に努力する。

□問　健康寿命を延ばす取り組みが必要。市議会でも取り上げてほしい。

■答　がん検診やメタボ健診の受診率向上を市議会からも言っている。

■答　建設厚生委員会でも健康寿命を延ばす取り組みを視察している。
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議　

長　

藤
田　
　

厚

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

多
田　

伸
治

委　

員　

坪
内　

涼
二

委　

員　

鍛
治
恵
巳
子

委　

員　

田
中　

利
德

委　

員　

田
中　

直
文

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対
策
特
別
委
員
会

議会を見学しよう

江津市議会では皆さん
の傍聴をお待ちしておりま
す。傍聴をご希望の方は、
議会開催日に本庁３階の
議会事務局までお越し下さ
い。

議会に参加しよう

議会に対して陳情などを
提出することができます。
陳情とは、特定の事項につ
いて議会などに実状を訴
え、適切な措置を要望する
ことです。

編 集

後 記

現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
は
残
す

と
こ
ろ
、
あ
と
１
号
と
な
り
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
も
う
２
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
委
員
会
で

視
察
や
研
修
な
ど
に
参
加
し
、若
手(

多

田
・
鍛
治
・
坪
内)

委
員
を
主
力
に
、

編
集
方
法
、
表
紙
の
写
真
、
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
を
工
夫
し
て
、
以
前
の
議
会
だ

よ
り
に
比
べ
る
と
少
し
は
手
に
取
り
や

す
く
、
見
や
す
く
、
読
み
や
す
く
な
っ

た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
や
意
見
な
ど
を
取

り
入
れ
て
住
民
参
加
型
の
議
会
だ
よ
り

を
つ
く
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

島田　修二

日 月 火 水 木 金 土
2/21 22 23 24 25 26 27

全員協議会

28 29 3/1 2 3 4 5

本会議 議員連絡会

6 7 8 9 10 11 12

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会 委員会 委員会

13 14 15 16 17 18 19

委員会 委員会 情報交換会

20 21 22 23 24 25 26

本会議

次 回  ３ 月 定 例 会

請願・陳情締切　２月 22 日午前中まで（郵送不可）

江津市議会活動レポート

チャリティー余芸大会に出演し、「赤鼻のトナカイ」、
「あの鐘を鳴らすのはあなた」の２曲を披露しました。
今回の曲は難しく、参加議員も 10名と少なかったため、
少々お聞き苦しかったかもしれません。

チャリティー余芸大会に出演
（市議会議員クラブ有志）

市内に本社を置き、電線の製造及び販売を行ってい
る株式会社テイコクの工場を見学させていただきまし
た。地場産業の振興、雇用の創出、地域の活性化を図
ることを目的に事業所を見学しました。

市内企業訪問
（全議員対象）
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